
様式第6号 令和４年度　市民参画実施結果

参画対象の名称 参画対象の内容 参画の方法 実施時期

都市計画区域内の区域に
ついて、住宅及び都市機
能増進施設（医療施設、
福祉施設、商業施設等）
の立地の適正化を図るた
めの計画

花巻市立地適正化
計画（変更）

その他適切と判
断される方法

①令和４年12月９
日
②令和５年１月24
日

花巻市多文化共生
推進プラン

担当部署

パブリックコメ
ントの実施

令和4年12月19日
～令和5年1月27
日

意見提出者数・意見件数
　　　　　　　　　０件
閲覧件数　171件
素案閲覧者数
備付素案　　42件
ホームページ　129件

意見交換会の開
催

令和4年12月21
日、12月22日
令和5年1月7日
（2回）、1月8日
（1回）、1月14
日　2回　計７回

参加者数　26名
質問・意見　17件（うち
反対意見なし）

建設部
都市政策課

実施結果

その他適切と判
断される方法

令和5年3月20日 原案同意(意見7件）

生涯学習部
生涯学習課
国際交流室

パブリックコメ
ントの実施

令和５年２月６日
～３月８日

意見提出者　 ７名
意見数　　　25件

ワークショップ
の実施

①令和４年１月13
日
②令和４年１月14
日

①９名（外国人市民５
名、日本人市民４名）
②11名（外国人市民６
名、日本人市民５名）

意見提出者数 １名
意見件数のべ ２件
素案閲覧数
備付素案　33件
ホームページ　34件

国籍や民族などの異なる
人々が、互いの文化的ち
がいを認め合い、対等な
関係を築こうとしなが
ら、地域社会の構成員と
して共に生きていくこと
を目的として策定するも
の



様式第5号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　市 民 参 画 報 告 書

１　参画の対象について記入してください。

２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

○反省点があれば記入してください

方法①

対象者
（対象
地域）

全市民 同左

・広報や市ＨＰのほか、市内各コミュニティへ説明会の開催をお知らせしたが、参加者が少
なかった。
・変更内容に関する説明資料が多く、比例して説明時間が長くなり、参加者の負担が増えて
しまった。

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

参加者数　26名（花巻地域 12名、石鳥
谷地域 4名、大迫地域 2名、東和地域 8
名）
質問・意見　17件

○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください

・説明会の開催時期について、大型連休や年末年始など人の出が少ない期間を避けて開催す
ること。
・周知方法について、例えば商工会議所などの団体に周知協力を仰ぐなどをすること。
・説明内容の要点を踏まえ、説明資料のスリム化を図り、参加者の負担をなるべく減らすこ
と。

当初予定 実施内容 方法① 当初予定 実施内容

方法① 意見交換会の開催 意見交換会の開催

結果公表
の方法

及び時期

市ホームページに掲載する。（令和４
年１月上旬）

市ホームページに掲載（令和5年2月7
日）

名　称
花巻市立地適正化計画の変更（素案）
に係る市民説明会

花巻市立地適正化計画の変更（素案）に係
る市民説明会

周知方法
及び

時　期

【周知方法】
広報はなまき令和３年１０月１５日号
に掲載するとともに、市ホームペー
ジ、ＳＮＳ、ＦＭはなまき、有線放送
により周知する。
【時期】
令和３年１１月上旬～１２月上旬

【周知方法】
広報はなまき　令和４年１２月１５日号に
掲載のほか、市ホームページ、ＳＮＳにて
周知したほか、各コミュニティ会議へ開催
案内を行った。
【時期】
令和4年12月～令和5年1月

○市民参画により効果があったことを記入してください

・市民の方から質問意見等をいただいたことから、計画内容への理解を促すことができた。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

令和３年１１月上旬～１２月上旬
４回（花巻地域、石鳥谷地域、東和地
域、大迫地域）

令和4年12月21日(文化会館)、12月22
日(まなび学園)
令和5年1月7日(午前：好地振興セン
ター、午後：大迫交流活性化センター)、
1月8日(東和コミュニティセンター)、1月
14日(午前：文化会館、午後：まなび学
園)
　計７回

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

・今回の変更内容が全国的にも事例が少なかったことから国や県との協議に想定より大幅な時間を要した
こと、また年度を跨いだことにより国勢調査などの基礎データが更新されたためその情報を計画に反映す
る必要があったことから、素案作成までに時間を要し、実施時期を変更した。
・より多くの方に参加していただくため、説明会の開催日を平日と休日に設定し、回数を増やした。

担当部署：都市政策課

担当者：小原　紘　　　内線（475）

対象の名称 花巻市立地適正化計画（変更） 計画等の策定日（制定日） 令和5年3月30日

対象区分 市の基本構想、基本計画その他の基本的な事項を定める計画の策定又は変更

対象の内容

【目的】都市計画区域内の区域について、住宅及び都市機能増進施設（医療施設、福祉施設、商業施設等）の立地の適正化を図るための計画
【内容】住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化に関する基本的な方針、居住誘導区域、都市機能誘導区域及び誘導する都市機能増進施設の設定並びに公共交通網形成計画との連携、都市機能誘導区
域に誘導施設の立地を図るために必要な事業等に関する事項、住宅並びに誘導施設の立地及び立地の誘導を図るための都市の防災に関する機能の確保に関する指針「防災指針」に関する事項（令和２年
９月改正により追加）
【内容（変更）】「防災指針」に関する事項の追加、計画における施策の実施状況に係る調査、分析及び評価並びに令和4年度以降の事業の見直し
【区分】 基本計画
【計画期間】平成28年度～平成47年度（令和17年度）
【関係法令】都市再生特別措置法により「作成することができる」とされている。



２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

方法②

対象者
（対象
地域）

全市民 同左

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

意見提出者数・意見件数：０件
閲覧件数：171件　うち備付　42件
　　　　　　　　　　　 ＨＰ　129件

○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください

・全体の変更内容のうち、主な変更箇所についてまとめることでより見やすい資料とするこ
と。

方法② パブリックコメントの実施 パブリックコメントの実施

結果公表
の方法

及び時期

市ホームページに掲載する。（令和４
年１月上旬）

市ホームページに掲載（令和5年2月7
日）

名　称
花巻市立地適正化計画の変更（素案）
パブリックコメント

花巻市立地適正化計画の変更に関するパブ
リックコメントの実施

周知方法
及び

時　期

広報はなまき令和３年１０月１５日号
に掲載するとともに、市ホームペー
ジ、ＳＮＳ、ＦＭはなまき、有線放送
により周知する。
令和３年１１月上旬～１２月上旬
（１か月間）

広報はなまき令和４年１２月１５日号に掲
載し、市ホームページ、ＳＮＳにより周知
した。

○市民参画により効果があったことを記入してください

・意見はなかったものの、多くの市民に閲覧していただくことで計画の変更内容を周知する
ことができた。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

令和３年１１月上旬～１２月上旬
（１か月間）
設置場所は、当課及び総合政策部総務
課、各総合支所地域振興課、各振興セ
ンター、各市立図書館、まなび学園、
保健センターとする。

【実施期間】令和4年12月19日～令和5
年1月27日
設置場所：市役所総務課、地域づくり課、
都市政策課、各総合支所地域振興課、市内
各振興センター（27箇所）、各市立図書
館（花巻、石鳥谷、大迫、東和）、まなび
学園、花巻保健センター

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

・今回の変更内容が全国的にも事例が少なかったことから国や県との協議に想定より大幅な
時間を要したこと、また年度を跨いだことにより国勢調査などの基礎データが更新されたた
めその情報を計画に反映する必要があったことから、素案作成までに時間を要し、実施時期
を変更した。
・より多くの市民から意見を募集するため、当初予定していた期間より長く設定した。

○反省点があれば記入してください

対象の名称 花巻市立地適正化計画（変更）

当初予定 実施内容 方法② 当初予定 実施内容



２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

方法③

対象者
（対象
地域）

花巻市都市計画審議会：学識経験者（５
人）、その他（９人）　計１４人
※その他：市議会議員 ６人、官公庁 ３人
（岩手河川国道事務所長、県南広域振興局土
木部花巻土木センター所長、花巻警察署長）

同左 ・変更内容の説明資料が多く、比例して説明時間が長くなった。

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

原案同意
意見　７件

○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください

・全体の変更内容のうち、主な変更箇所についてまとめることでより見やすい資料とするこ
と。

方法③ その他適切と判断される方法 その他適切と判断される方法

結果公表
の方法

及び時期

市ホームページの都市計画審議会の開
催結果をもって公表とする。
（令和４年１月中旬）

市ホームページに会議結果を掲載（令和5
年3月24日）

名　称
花巻市都市計画審議会での審議（関係
団体等からの意見聴取）

同左

周知方法
及び

時　期

【周知方法】開催日の２週間以上前に
郵送により通知する。（令和３年１１
月下旬）
【時期】令和３年１２月下旬　１回

【周知方法】開催日１か月前に郵送により
通知（令和5年2月15日）
【時期】令和5年3月20日

○市民参画により効果があったことを記入してください

・本計画について、有識者からの意見を得ることができた。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

同上 同上

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

・今回の変更内容が全国的にも事例が少なかったことから国や県との協議に想定より大幅な
時間を要したこと、また年度を跨いだことにより国勢調査などの基礎データが更新されたた
めその情報を計画に反映する必要があったことから、素案作成までに時間を要し、実施時期
を変更した。

○反省点があれば記入してください

対象の名称 花巻市立地適正化計画（変更）

当初予定 実施内容 方法③ 当初予定 実施内容



市民参画実施チェック項目

1 市民参画の方法について（２つ以上の方法を組み合わせるものとし、実施済の市民参画はすべて記載すること）

2 周知方法について（意向調査を除き、広報・ホームページ・SNSに掲載するほか、必要に応じて次の方法を活用し十分な周知を図るもの。）

3 パブリックコメントを行う場合について

市民参画職員チーム評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

　

市民参画・協働推進委員会評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

　

【参考】 【参考】

内　訳 円 内　訳 円

対象の名称 花巻市立地適正化計画（変更）

総合評価

総合評価

参画実施
コスト

実施コスト計

参画実施
コスト

実施コスト計

改善の余地あり

適切である

方 法

周 知

実施時期・場所等

結果公表

対象者（対象地域）

改善の余地あり

適切である

方 法

周 知

実施時期・場所等

結果公表

対象者（対象地域）

意向調査

広報

パブリックコメント 意見交換会 ワークショップ 審議会その他の附属機関における委員の公募 上記のほか適切と判断される方法（関係団体等からの意見聴取・市民会議の開催）

ホームページ ＳＮＳ ＦＭはなまき 報道機関への発表 公共施設等への資料備付有線放送 その他適当と認める方法（ ）

意見の提出期間は、３０日以上となっているか。 実施期間 令和４年１２月１９日～令和５年１月２７日まで ４０日間 （特別な事情により期間を短く設定する場合は、事前に地域づくり課へ協議すること。）

計画等の公表場所及び方法は適切か。 ＳＮＳ広報 ホームページ ＦＭはなまき 有線放送 報道機関への発表 公共施設等への資料備付 その他適当と認める方法（ ）



様式第5号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度　市 民 参 画 報 告 書

１　参画の対象について記入してください。

２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

担当部署：生涯学習部生涯学習課国際交流室

担当者：髙山　内線（626）

対象の名称 花巻市多文化共生推進プラン 計画等の策定日（制定日） 2023年3月27日

対象区分 市の基本構想、基本計画その他の基本的な事項を定める計画の策定又は変更

対象の内容

【目的】
　国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくことを目的として策定するもの
【内容】
　花巻市まちづくり総合計画の「人づくり」分野の「基本政策3-3　生涯学習の推進、施策３　国際都市の推進」を実現するとともに、成果指標を達成するための具体的な施策を示
す
【計画期間】
　令和５年度～令和９年度
【関係法令】
　なし

当初予定 実施内容 方法① 当初予定 実施内容

方法① ワークショップの実施 ワークショップの実施

結果公表
の方法

及び時期

市ホームページに掲載（令和3年12
月）するほか、令和４年度に、素案とし
てパブリックコメントにおいて公表

市ホームページに掲載（令和４年1月）す
るほか、プランの資料編に掲載した。

名　称 公募によるワークショップ 公募によるワークショップ

周知方法
及び

時　期

開催日の2週間以上前に、広報はなま
き、市ホームページ、ＳＮＳ、ＦＭはな
まきで周知する。これに加え、外国人住
民への周知を花巻国際交流協会と協力し
て行う。

広報はなまき令和３年12月15日号に掲載
するとともに、市ホームページ、ＳＮＳ
（ＦＢ）、ＦＭはなまき（令和３年12月
15日（水）～17日（金）朝番組）により
周知した。また、花巻国際交流協会を通じ
て外国人市民への周知を行った。

○市民参画により効果があったことを記入してください

国籍に関わらず、「花巻を楽しもう、町内活動に参加しよう、災害から身を守ろう」の３つの
テーマに沿って普段感じていることを率直に話し合うことで、市内における課題が洗い出され
るとともに、顔の見える関係性づくりにもつながった。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

令和３年9月～10月　2回
（外国人住民、日本人住民　各１回）

①令和４年１月13日（木）
②令和４年１月14日（金）
午後６時30分～午後８時
①、②ともに、花巻市役所本館会議室

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

当初予定していた時期は、新型コロナウイルス感染症の拡大により実施が不可能となったが、
課題の洗い出しは重要であることから、中止することなく時期を改めて開催することができ
た。また、当初は率直な意見交換ができると見込み外国人市民と日本人市民を分けて開催する
予定だったが、外国人市民から国籍で分けるべきではないとの意見をいただき、混合型のワー
クショップを2回行うこととした。

○反省点があれば記入してください

方法①

対象者
（対象
地域）

市民　１５名程度
市民又は市内に在住・通勤・通学している
外国出身者　各回10名

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

①９名（外国人市民５名、日本人市民４
名）
②11名（外国人市民６名、日本人市民５
名）

○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください



２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

対象の名称 花巻市多文化共生推進プラン

当初予定 実施内容 方法② 当初予定 実施内容

方法② その他適切と判断される方法 その他適切と判断される方法

結果公表
の方法

及び時期

開催１か月後程度で市ホームページに掲
載するほか、令和４年度に、素案として
パブリックコメントにおいて公表

開催１か月程度で市ホームページに掲載し
た他、委員からの意見をプランに反映させ
た。

名　称
策定委員会（関係団体等からの意見聴
取）

同左

周知方法
及び

時　期

開催日の２週間以上前に、郵送により通
知する。

開催日の２週間以上前に、郵送により開催
の通知をした。

○市民参画により効果があったことを記入してください

多文化共生に関わりのある多様な委員に参画いただいたことで、現状を知る機会となり、プラ
ンにも様々な意見を取り入れることができた。また、今後の事業の構築の参考となる意見も出
され、事業推進に関しても大きな役割を果たした。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

令和３年11月、令和４年1月、4月
3回

①令和４年12月９日（金）
　午後３時～４時38分
②令和５年１月24日（火）
　午後３時～４時19分
③令和５年３月23日（木）
　午後３時～３時50分
　
いずれも花巻市役所本館会議室

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

当初予定していた時期は、新型コロナウイルス感染症の拡大により実施が不可能となったが、
多様な委員によるプランの審議は不可欠であることから、中止することなく時期を改めて開催
することができた。

○反省点があれば記入してください

方法②

対象者
（対象
地域）

定住外国人、技能実習生監理団体、技能
実習生受入れ企業、日本語ボランティア
団体、商工会議所等　計15名程度

大学教授、技能実習生監理団体、技能実習
生受入れ企業、日本語ボランティア団体、
青年会議所、行政区長、市内に在住する外
国人、花巻国際交流協会
　計12名
うち、外国にルーツがある委員４名

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

意見提出者　 ７名
意見数　　　25件
うち、プランへの反映　５件
その他、現状についての意見交換を行っ
た。

○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください



２　実施した方法の詳細について記入してください。

３　実施した方法の自己評価を記入してください。

対象の名称 花巻市多文化共生推進プラン

当初予定 実施内容 方法③ 当初予定 実施内容

方法③ パブリックコメントの実施 パブリックコメントの実施

結果公表
の方法

及び時期

市ホームページに掲載する。
（令和4年8月）

令和５年３月22日に市ホームページに掲載
した。また、策定委員会において結果を公
表した。

名　称
多文化共生推進プラン（仮称、素案）パ
ブリックコメント

同左

周知方法
及び

時　期

広報はなまき令和4年5月15日号に掲載
するとともに、市ホームページ、ＳＮ
Ｓ、ＦＭはなまきで周知する。なお、計
画素案については、当課及び総合政策部
総務課、各総合支所地域振興課、まなび
学園、各振興センター、各保健セン
ター、各市立図書館に備え付ける。

広報はなまき令和５年２月１日号に掲載す
るとともに、市ホームページ、ＳＮＳ（Ｆ
Ｂ）、ＦＭはなまき（令和５年２月５日
（日）～６日（月）朝夕番組）により周知
した。素案は、当課及び総合政策部総務
課、各総合支所地域振興課、各振興セン
ター、各市立図書館、まなび学園、各保健
センター、花巻国際交流協会に備え付け
た。

○市民参画により効果があったことを記入してください

素案を市民に公表することにより、意見をいただきプランに反映することができた。また、パ
ブリックコメントの実施は、「多文化共生」という言葉を市民に認知していただく機会の一助
になった。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

令和４年6月～7月　（１か月間）
令和５年２月６日～３月８日
（31日間）

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由を記入してください

ワークショップや策定委員会の開催時期が延期となったことで、素案の完成も同様に年度後半
となったが、当初予定していた期間（1か月間）でパブリックコメントを実施し年度内にプラン
を策定することができた。

○反省点があれば記入してください

　　　　　　ホームページ　34件

方法③

対象者
（対象
地域）

全市民 全市民 多文化共生という言葉の認知度が低いことが、閲覧数に影響したものと推測される。

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

意見提出者数 １名　意見件数のべ ２件 ○市民参画の実施に当たって改善点があれば記入してください

素案閲覧数　備付　　　　　33件



市民参画実施チェック項目

1 市民参画の方法について（２つ以上の方法を組み合わせるものとし、実施済の市民参画はすべて記載すること）

2 周知方法について（意向調査を除き、広報・ホームページ・SNSに掲載するほか、必要に応じて次の方法を活用し十分な周知を図るもの。）

3 パブリックコメントを行う場合について

市民参画職員チーム評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

　

市民参画・協働推進委員会評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

　

対象の名称 花巻市多文化共生推進プラン

総合評価

総合評価

改善の余地あり

適切である

方 法

周 知

実施時期・場所等

結果公表

対象者（対象地域）

改善の余地あり

適切である

方 法

周 知

実施時期・場所等

結果公表

対象者（対象地域）

意向調査

広報

パブリックコメント 意見交換会 ワークショップ 審議会その他の附属機関における委員の公募 上記のほか適切と判断される方法（関係団体等からの意見聴取・市民会議の開催）

ホームページ ＳＮＳ ＦＭはなまき 報道機関への発表 公共施設等への資料備付有線放送 その他適当と認める方法（ ）

意見の提出期間は、３０日以上となっているか。 実施期間 令和５年２月６日～令和５年３月８日まで３１日間 （特別な事情により期間を短く設定する場合は、事前に地域づくり課へ協議すること。）

計画等の公表場所及び方法は適切か。 ＳＮＳ広報 ホームページ ＦＭはなまき 有線放送 報道機関への発表 公共施設等への資料備付 その他適当と認める方法（ ）


